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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
七
五
年
六
月
五
目
、
英
国
で
は
、
欧
州
共
同
体
（
以
下
、
一
九
六
七
年
六
月
以
前
を
E
E
C
、
七
月
以
後
を
E
C
と
略
記
）
に
加
盟
を
継
続
す
る

こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
国
民
投
票
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
加
盟
継
続
反
対
票
が
三
二
・
八
％
に
と
ど
ま
つ
た
の
対
し
、
加
盟
継
続
賛
成

票
が
六
七
・
二
％
を
占
め
、
二
対
一
以
上
の
大
差
を
も
つ
て
、
英
国
の
E
C
残
留
は
、
国
民
み
ず
か
ら
の
手
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
英
国
の
E
C
加
盟
間
題
は
、
一
九
六
一
年
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
保
守
党
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
加
盟
申
請
以
来
一
四
年
に
わ
た
り
、
欧
州



の
国
際
関
係
に
と
つ
て
重
要
な
課
題
で
あ
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
英
国
内
に
お
い
て
も
最
も
激
し
い
論
争
の
種
と
な
つ
た
間
題
の
一
つ
で
あ
り
、

こ
の
国
民
投
票
に
よ
つ
て
一
応
結
着
が
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
英
国
の
一
般
国
民
が
、
こ
の
一
四
年
の
間
、
英
国
の
E
C
加
盟
間
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
き
た
か
を
、
政
府
お
よ
び
各
政
党
の

動
き
に
も
触
れ
な
が
ら
、
世
論
調
査
な
ら
び
に
国
民
投
票
の
結
果
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
実
証
研
究
の
建
前
か
ら
、
ま
ず
前
提
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
英
国
に
は
四
つ
の
主
要
な
世
論
調
査
機
関
、
す

な
わ
ち
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
、
全
英
世
論
調
査
所
（
N
O
P
）
、
世
論
調
査
セ
ソ
タ
ー
（
O
R
C
）
、
ハ
リ
ス
社
が
あ
り
、
各
々
の
調
査
結
果
に
は
微
妙
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

差
異
が
あ
る
が
、
大
き
な
動
向
に
つ
い
て
は
ほ
ぽ
一
致
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
使
用
す
る
資
料
は
主
と
し
て
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
も
の
を
使
用
す

る
。
第
二
に
、
調
査
回
数
の
最
も
多
い
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
場
合
で
も
、
こ
の
一
四
年
間
定
期
的
に
調
査
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
質
問
そ
の
も
の
も

常
に
同
じ
で
は
な
く
、
ま
た
、
わ
が
国
で
入
手
す
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
の
限
界
と
い
う
制
約
も
あ
つ
て
、
全
期
間
に
わ
た
つ
て
平
均
し
た
資
料

を
満
遍
な
く
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
最
後
に
、
英
国
の
E
C
加
盟
問
題
を
検
討
す
る
場
合

に
は
、
加
盟
交
渉
の
過
程
、
圧
力
集
団
お
よ
び
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
た
英
国
政
府
の
政
策
決
定
過
程
の
詳
細
な
分
析
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
問
題
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
国
民
世
論
の
動
向
に
焦
点
を
絞
つ
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
前
提
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
一
四
年
間
を
四
つ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
、
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
期
（
一
九
六
一
年
七
月
ー
一
九
六
四
年
一
〇
月
）
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
期
（
一
九
六
四
年
一
〇
月
－
一
九
六
九
年
二
一
月
）
、
ヒ
ー
ス
期
（
一
九
七
〇
年
一
月
i
一
九
七
二
年
一
二
月
）
、
国
民
投
票
期
（
一
九
七
三
年
一

月
ー
一
九
七
五
年
六
月
）
に
区
分
し
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
四
つ
の
世
論
調
査
機
関
に
よ
る
調
査
結
果
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぽ
、
d
≦
o
函
一
9
ぼ
鴨
び
黛
篭
o
ミ
§
▽
§
織
、
ミ
養
匙
画
§
％
き
ミ
切
註
ミ
ミ
冒
ぎ
匙
き
恥

塁
ぎ
昌
3
夢
↓
ぎ
”
3
8
曽
ロ
Ω
国
琶
8
P
お
お
一
℃
℃
◎
ω
留
”
器
oo
糟
ω
爲
6
爲
の
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

欧
州
共
同
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盟
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欧
州
共
同
体
加
盟
間
題
と
英
国
の
世
論

ニ
　
マ

ク
、
・
・
ラ
ン
期

二
四
　
　
（
一
二
四
四
）

　
一
　
経
　
　
　
　
　
緯

　
一
九
六
一
年
七
月
三
一
日
、
ハ
ワ
ル
ド
・
マ
ク
、
・
・
ラ
ソ
首
相
は
、
英
国
政
府
が
E
E
C
に
正
式
加
盟
を
申
請
し
、
加
盟
条
件
に
つ
い
て
具
体
的

な
交
渉
に
入
る
旨
を
下
院
に
お
い
て
発
表
し
た
。
こ
こ
に
初
め
て
、
英
国
の
E
E
C
加
盟
間
題
が
政
治
間
題
と
し
て
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
し
た

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
、
戦
後
歴
代
の
英
国
政
府
の
外
交
政
策
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
三
つ
の
円
」
ー
英
連
邦
と
の
親
密
な
関
係
、
米
国
と
の
特
殊

な
関
係
、
欧
州
大
陸
と
の
協
力
関
係
ー
の
原
則
に
基
づ
き
、
英
国
が
欧
州
と
あ
ま
り
緊
密
な
関
係
に
入
る
こ
と
は
、
他
の
二
つ
の
関
係
を
弱
め
る

結
果
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
に
始
ま
る
一
連
の
欧
州
統
合
の
動
き
に
対
し
て
、
英
国
政
府
は
冷
淡
な
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

度
を
と
つ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
八
日
の
総
選
挙
で
大
勝
し
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
英
国
の
対
欧
政
策
の

抜
本
的
再
検
討
を
開
始
し
た
。
ま
ず
、
六
〇
年
一
月
、
「
親
欧
州
派
」
で
精
力
的
な
官
僚
フ
ラ
ン
ク
・
リ
ー
を
商
務
事
務
次
官
か
ら
大
蔵
事
務
次

官
に
転
出
さ
せ
、
既
存
の
省
庁
の
枠
を
超
え
る
「
経
済
運
営
委
員
会
」
の
長
に
据
え
、
同
委
員
会
に
英
国
の
E
E
C
加
盟
の
是
非
に
つ
い
て
検
討

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
U
・
2
型
機
事
件
に
よ
つ
て
パ
リ
首
脳
会
談
が
流
産
し
た
直
後
の
七
月
二
七
日
の
内
閣
改
造
で
は
、
外
相
に
ヒ

ュ
ー
ム
伯
を
任
命
し
、
そ
の
下
に
「
親
欧
州
派
」
の
若
き
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ー
ス
を
欧
州
間
題
担
当
の
国
璽
尚
書
に

抜
擢
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
「
親
欧
州
派
」
の
ダ
ン
カ
ン
・
サ
ン
デ
ィ
ス
を
英
連
邦
相
に
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ソ
ー
ム
ズ
を
農
水
産
食
料
相
に
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

用
し
た
の
も
欧
州
重
視
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
自
身
が
E
E
C
加
盟
を
最
終
的
に
決
意
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
暮
と
い
わ
れ

　
　
　
（
3
）

て
い
る
が
、
彼
は
慎
重
に
事
を
運
び
、
閣
内
の
説
得
を
行
な
う
一
方
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
米
大
統
領
、
ア
デ
ナ
ウ
ァ
ー
西
独
首
相
、
ド
・
ゴ
ー
ル
仏
大

統
領
と
の
首
脳
会
談
、
ま
た
、
英
連
邦
諸
国
首
脳
と
の
直
接
会
談
な
ら
び
に
閣
僚
の
派
遣
な
ど
を
通
じ
て
、
一
連
の
打
診
工
作
を
行
な
い
、
六
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

年
六
月
二
七
日
の
閣
議
決
定
を
経
て
、
前
述
の
下
院
に
お
け
る
声
明
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
保
守
党
政
府
の
決
定
は
、
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
自
身
が
自
負
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
英
国
の
歴
史
に
お
け
る
転
換
点
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
も
の

で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
決
定
を
も
た
ら
し
た
動
機
に
は
、
経
済
的
な
も
の
と
政
治
的
な
も
の
と
が
考
え
ら
れ
る
。
経
済
的
動
機
に
は
、
英
国
の
貿

易
構
造
の
変
化
と
く
に
英
国
の
輸
出
入
に
占
め
る
英
連
邦
の
比
重
低
下
、
E
E
C
経
済
の
急
速
な
発
展
と
英
国
お
よ
び
欧
州
自
由
貿
易
連
合
（
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

F
T
A
）
経
済
の
停
滞
、
大
市
場
へ
の
接
近
お
よ
び
英
産
業
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
「
冷
水
効
果
」
へ
の
期
待
な
ど
が
あ
つ
た
。
政
治
的
動
機
に
は
、

ス
エ
ズ
出
兵
の
失
敗
、
ヨ
ー
官
ッ
パ
経
済
協
力
機
構
（
O
E
E
C
）
を
舞
台
と
し
た
自
由
貿
易
地
域
構
想
（
F
T
A
）
の
挫
折
、
「
変
革
の
風
」
演
説

に
象
徴
さ
れ
る
植
民
地
の
独
立
な
ど
に
と
も
な
う
英
国
の
国
際
的
威
信
の
地
盤
沈
下
を
食
い
止
め
、
世
界
に
お
け
る
英
国
の
力
と
影
響
力
を
維
持

す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
政
策
決
定
者
の
意
図
は
、
主
と
し
て
政
治
的
な
も
の
に
あ
り
、
英
国
が
統
一
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
欧
州
の
中
で
指
導
力
を
発
揮
し
、
英
国
の
世
界
に
お
け
る
地
位
と
発
言
力
を
回
復
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
的
動
機
は
後
の
政
府
の
決
定
に
際
し
て
も
主
た
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
政
府
の
決
定
は
下
院
の
討
議
に
付
さ
れ
、
六
一
年
八
月
三
目
、
賛
成
三
二
二
、
反
対
五
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
は
、
与
党
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
巧
み
に
ま
と
め
、
反
対
を
一
票
に
押
え
、
棄
権
を
二
五
名
に
と
ど
ま
ら
せ
た
。
他
方
、
ヒ
ュ
ー
・
ゲ
イ
ッ
ヶ
ル
に
率
い
ら
れ
た
野
党
労
働
党

は
、
賛
成
、
反
対
、
態
度
未
決
定
と
ほ
ぼ
三
分
さ
れ
て
お
り
、
党
の
分
裂
を
恐
れ
た
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
は
、
交
渉
の
結
果
が
出
た
時
点
で
再
検
討
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

こ
と
を
前
提
に
棄
権
を
指
示
し
、
反
対
票
は
党
内
左
派
の
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
四
名
に
よ
つ
て
投
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
議
会
の
承
認
を
と
り
つ
け
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
府
は
、
六
一
年
八
月
一
〇
日
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ら
び
に
デ
ン
マ
ー
ク
　
（
後
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
も
加
わ
る
）
政
府
と
と
も
に
、
E
E
C
に
対
し
て
加
盟
の
正
式
申
請
を
行
な
い
、
一
〇
月
一
〇
日
か
ら
加
盟
交
渉
が
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
始

さ
れ
た
。
交
渉
に
際
し
、
英
国
側
は
次
の
三
つ
の
留
保
を
行
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
連
邦
諸
国
の
基
本
的
利
益
を
害
さ
な
い
こ
と
、
英
国
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

を
保
護
す
る
手
だ
て
を
講
じ
る
こ
と
、
E
F
T
A
諸
国
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
交
渉
は
、
英
連
邦
貿
易
お
よ
び
英
国
農
業
の
保
護
問
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州
共
同
体
加
盟
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二
六
　
　
（
二
一
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

題
を
め
ぐ
つ
て
難
航
し
て
延
々
と
続
い
た
が
、
結
局
、
一
九
六
三
年
一
月
一
四
目
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
英
国
の
E
C
加
盟
拒
否

声
明
に
よ
つ
て
、
交
渉
は
打
ち
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
年
半
の
間
、
英
国
内
で
は
様
々
な
議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
政
府
の
今
回
の
決
定
は
、
首
相
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
通
常
の
保
守
党
内
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
圧
力
集
団
の
影
響
力
も
ほ
と
ん
ど
な
か
つ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
旦
交
渉
が
始
ま
る
と
、
英
国
農
業
、
英
連
邦
、
主
権
の
問
題
で
、
保
守
党
内
部
お
よ
び
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
全
国

農
民
同
盟
（
N
F
U
）
な
ど
の
圧
力
集
団
か
ら
厳
し
い
注
文
を
受
け
る
に
至
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
約
が
、
交
渉
を
長
引
か
せ
、
結
果
的
に
は
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

渉
を
挫
折
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
労
働
党
は
、
党
内
の
意
見
調
整
に
手
問
ど
り
、
六
二
年
一
〇
月
の
党
大
会
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

て
初
め
て
意
見
を
統
一
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
の
加
盟
五
条
件
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
条
件
は
、
政
府
の
加
盟
条
件
よ
り
も
厳
し
く
、
実

質
的
に
は
加
盟
反
対
論
で
あ
り
、
党
内
左
派
の
加
盟
反
対
派
が
勢
力
を
強
め
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
自
由
党
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
以

来
、
欧
州
統
合
へ
の
英
国
の
積
極
的
参
加
を
主
張
し
て
き
た
が
、
下
院
に
お
い
て
わ
ず
か
六
議
席
し
か
有
さ
ず
、
大
き
な
影
響
力
を
与
え
る
こ
と
は

で
き
な
か
つ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
党
派
を
超
え
た
圧
力
集
団
、
た
と
え
ば
賛
成
派
の
「
統
合
欧
州
運
動
」
、
反
対
派
の
「
反
共
同
市
場
連
盟
」

な
ど
も
動
き
だ
し
、
新
聞
で
も
『
デ
イ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
』
対
『
デ
イ
リ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
の
論
争
に
代
表
さ
れ
る
激
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
説
得
の
鉾
先
は
主
と
し
て
保
守
党
内
に
向
け
ら
れ
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
府
が
国
民
に
対
し
て
積
極

的
な
訴
え
を
行
な
い
、
加
盟
賛
成
の
世
論
づ
く
り
を
行
な
つ
た
様
子
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
自
身
が
直
接
国
民
に
E
E
C
加
盟
を
訴
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

た
の
は
六
二
年
九
月
二
〇
日
の
放
送
が
最
初
で
最
後
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
英
国
内
に
お
け
る
E
E
C
加
盟
論
争
も
、
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
「
爆
弾
声
明
」
に
よ
つ
て
、
一
旦
そ
の
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。



　
二
　
世
　
論
動
　
向

　
一
九
六
一
年
七
月
ま
で
、
E
E
C
間
題
は
英
国
の
一
般
国
民
の
関
心
の
対
象
外
に
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
そ
の
知
識
も
不
正
確
な
も
の
で
あ
つ

（
1
7
）た

。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
民
の
多
数
は
、
漢
然
と
は
し
て
い
る
も
の
の
欧
州
の
動
き
に
つ
い
て
好
意
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

巨
ー
マ
条
約
が
調
印
さ
れ
る
ニ
ヵ
月
前
の
一
九
五
七
年
一
月
の
調
査
で
は
、
五
八
％
の
人
々
が
英
国
は
他
の
欧
州
諸
国
と
よ
り
密
接
な
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ナ
！
シ
ッ
プ
に
向
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
わ
ず
か
七
％
が
こ
の
考
え
に
反
対
し
て
い
た
。
ま
た
、
二
年
後
の
一
九
五
九
年
三
月
の
調
査
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

五
四
％
の
人
々
が
英
国
の
E
E
C
へ
の
加
入
に
つ
い
て
賛
意
を
示
し
、
一
二
％
が
反
対
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
声
明
が
行
な
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

一
年
前
の
一
九
六
〇
年
七
月
の
調
査
で
も
、
四
九
％
が
賛
成
、
一
三
％
が
反
対
と
い
う
結
果
が
で
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
六
一
年
七
月
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
声
明
以
後
、
英
国
の
E
E
C
加
盟
問
題
は
具
体
的
な
争
点
と
し
て
英
国
民
の
前
に
提
示
さ
れ
た
。
ギ
ャ
ラ
ッ

プ
社
で
は
、
「
も
し
英
国
政
府
が
、
欧
州
共
同
市
場
に
加
入
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
英
国
の
利
益
は
最
も
よ
く
守
ら
れ
る
と
決
定
し
た
な
ら
ば
、
あ

な
た
は
こ
れ
を
支
持
し
ま
す
か
、
支
持
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
質
間
を
、
六
三
年
一
月
ま
で
繰
り
返
し
行
な
い
、
国
民
が
政
府
の
決
定
を
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
に
表
わ
れ
た
、
E
E
C
加
盟
に
対
す
る
世
論
の
動
向
は
、
季
間
平
均
値
に
基
づ
い
て
作
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

れ
た
図
ー
1
の
と
お
り
で
あ
り
、
よ
り
詳
細
な
動
き
は
月
間
平
均
値
を
示
し
た
表
i
1
に
よ
つ
て
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ク
ミ

ラ
ン
演
説
後
E
E
C
加
盟
賛
成
派
が
着
実
に
増
加
し
、
六
一
年
一
二
月
に
は
五
三
％
と
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
期
の
最
高
値
を
記
録
す
る
な
ど
、
政
府
の
積

極
的
施
策
を
歓
迎
す
る
国
民
の
対
応
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
D
K
層
（
態
度
未
決
定
、
わ
か
ら
な
い
、
意
見
な
し
を
含
め
て
）
が
三
〇
％
前
後

と
か
な
り
多
く
、
E
E
C
間
題
が
充
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
六
二
年
に
入
る
と
、
賛
成
派
の
減
少
と
そ
れ
に
反
比

例
し
て
反
対
派
の
増
加
が
み
ら
れ
、
六
二
年
六
月
に
は
賛
成
三
六
・
五
％
、
反
対
三
〇
・
五
％
と
賛
否
の
差
が
こ
の
期
間
で
最
も
接
近
し
た
。
そ
の

後
、
賛
成
派
が
ふ
た
た
び
増
加
し
、
一
〇
月
に
は
四
八
％
ま
で
回
復
し
た
が
、
六
三
年
一
月
に
は
四
一
％
に
減
少
し
て
い
る
。
他
方
、
反
対
派
は

一
時
的
な
後
退
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
三
年
一
月
に
は
ふ
た
た
び
三
〇
％
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
D
K
層
は
六
一
年
に
比
べ
て
若
干
減
少
し
て

　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
一
二
四
七
）



図一1　マクミラン期における世論動向（ギャラッブ，季間平均値）
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表一1　EEC加盟に対する国民の態度　1961年7月一63年1月（月間平均値，％）
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二
八
　
　
（
一
二
四
八
）

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
反
対
派
と
同

℃
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
期
に
お

け
る
E
E
C
加
盟
に
対
す
る
世
論
の
特
徴

は
、
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
加
盟
賛
成
派

が
一
貫
し
て
多
数
を
占
め
、
政
府
の
決
定

が
大
部
分
の
期
間
に
お
い
て
四
〇
1
五
〇

％
の
国
民
の
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
交
渉
の
結
果
、
最
終
的
に
加
盟

す
る
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
も
、
政
府

の
決
定
に
従
う
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
（
表
1
2
参
照
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
期
に
お
い
て
も
、
E
E

C
側
と
の
交
渉
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
英

国
議
会
の
内
外
に
お
け
る
議
論
が
活
発
化

す
る
と
と
も
に
、
加
盟
反
対
の
意
見
が
増

加
し
て
き
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。



表一2

問　もし英国政府が望んでいる条件

　　を得ることができず，欧州共同

　　市場に加入しないことを決定し

　　たならば，あなたは政府の決定

　　を支持しますか，支持しません

　　か。（ギャラップ，1962年12月）

表一3　支持政党別態度変化（％）
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次
に
、
支
持
政
党
（
厳
密
に
い
え
ば
投
票
予
定
政
党
で
あ
る
が
、
以
下
こ
の
例
に
な
ら
う
）

別
に
、
加
盟
に
対
す
る
態
度
を
み
る
と
表
i
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
保
守

党
支
持
者
の
半
数
は
一
貫
し
て
加
盟
に
賛
成
で
あ
る
が
、
党
内
右
派
の
反
対
論
を
反

映
し
て
反
対
派
も
増
加
し
、
賛
否
の
割
合
は
五
対
一
か
ら
二
対
一
に
変
化
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
他
方
、
労
働
党
支
持
者
の
場
合
は
、
賛
成
派
も
若
干
増
加
し
た
も
の

の
、
D
K
層
の
多
く
が
反
対
に
そ
の
態
度
を
固
め
、
反
対
派
が
多
数
を
占
め
る
よ
う

に
な
つ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
原
因
は
、
当
初
曖
昧
で
あ
つ
た
労
働
党
の
態

度
が
し
だ
い
に
反
対
論
に
傾
き
、
六
二
年
一
〇
月
に
は
、
「
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
の
加
盟
五

条
件
」
と
い
う
実
質
的
な
反
対
声
明
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
で
は
、
国
民
は
英
国
が
E
E
C
に
加
盟
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
ー
4
が
示
す
ご
と
く
、
明
ら
か
に
国
民

の
関
心
は
経
済
的
な
影
響
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
政
府
の
決
定
が
、

前
述
の
ご
と
く
、
主
と
し
て
世
界
に
お
け
る
英
国
の
力
と
影
響
力
の
維
持
と
い
う
政

治
的
な
動
機
に
基
づ
い
て
い
た
の
に
対
し
、
国
民
の
多
数
は
商
品
選
択
の
幅
の
拡
大
、

英
輸
出
の
増
大
、
英
産
業
の
効
率
向
上
な
ど
の
経
済
的
効
果
を
歓
迎
し
て
お
り
、
E

E
C
加
盟
が
世
界
に
お
け
る
英
国
の
発
言
力
を
強
化
す
る
と
答
え
た
人
々
は
全
体
の

二
三
％
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
英
国
が
欧
州
の
指
導
者
に
な
れ
る
と
い
う
政
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
九
　
　
（
一
二
四
九
）



欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

　
　
　
）

表一4　加盟の影響　　（複数選択可能）

問　　もし英国が欧州共同市場に加入した

　　　ならぽ，どのような影響を受けると

　　　思いますか。（1962年10月）

　好影響

　　　　商品選択の幅拡大　　　　　54（％

　　　　英輸出の増大　　　　　　　42

　　　　英産業の効率向上　　　　　35

　　　　海外での職業の機会増大　　31

　　　　生活水準の向上　　　　　　23

　　　　国際問題での英発言力強化　23

　悪影響

　　　　食料品価格の高騰　　　　　58

　　　　失業をもたらす　　　　　28

　　　　英国の独立喪失　　　　　　28

　　　　賃金交渉での労働組合の力

　　　　　の制限　　　　　　　　23

　　　　英議会の権限縮少　　　　　19

　　　　英連邦の崩壊　　　　　　　13

　D．：K．　　　　　　　　　　　　　　　　4

　出所：Gallup　Poll，oρ、6髭。，P。51・

表一5

問もし英国が欧州共同市場に加入

　　　したならば，英国はリーダーに

　　　なれると思いますか，他国の後

　　　塵を拝すると思いますか，ある

　　　いは欧州共同市場をすべての加

　　　盟国が対等であるグループとし

　　　てみていますか。

　　　（1961年9月，D・K・を除く）

　　　リーダー　　　12（％）

　　　後塵　　　　　33

　　　対等　　　　　55

　　出所：Gallup　Poll，∫6」4，P．55．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
一
二
五
〇
）

期
待
に
比
べ
て
、
国
民
は
遙
か
に
冷
静
な
考
え
を
も
つ
て
い
た

（
表
1
5
参
照
）
。
ま
た
悪
影
響
に
つ
い
て
も
、
食
料
品
価
格
の
高
騰

を
最
も
心
配
し
て
お
り
、
E
E
C
加
盟
は
英
国
の
独
立
を
失
わ
せ
、

英
連
邦
の
崩
壊
を
招
く
と
い
う
加
盟
反
対
論
に
同
調
す
る
人
々
も

少
な
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
国
民
は
、
英
国
に
と
つ

て
英
連
邦
と
の
関
係
が
依
然
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
「
三
つ
の
円
」
に
象
徴
さ
れ
る
英
国
外
交
の
原
則
の
中
で

欧
州
に
対
す
る
優
先
順
位
は
最
も
低
い
こ
と
も
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
（
表
1
6
、
7
参
照
）
。
し
か
し
、
国
民
の
関
心
は
政
治
的
な
も

の
よ
り
も
む
し
ろ
経
済
的
な
影
響
に
お
か
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
考
慮
が
E
E
C
加

盟
問
題
に
対
す
る
国
民
の
態
度
を
決
定
す
る
上
で
最
も
重
要
な
要
素
と
な
つ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
傾
向
は
、
以
後
益
々
顕
著
に
な
る
の
で
あ
る
。

E
E
C
間
題
に
関
し
て
、
新
聞
の
世
論
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
大
き
く
な
か
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
ペ
ン
ス
は
、
一
九
六
三
年
一
月
の
N
O
P
の
調
査
（
表
ー

8
）
を
引
用
し
な
が
ら
、
加
盟
反
対
論
を
訴
え
る
『
デ
イ
リ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
と
『
デ
イ

リ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
の
読
者
の
加
盟
支
持
率
が
全
国
平
均
を
下
回
つ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
新

　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

聞
の
影
響
を
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
デ
イ
リ
i
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
の
立
場
は
、
加
盟
賛
成
論

　
（
2
3
）

で
あ
り
、
『
デ
イ
リ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
の
読
者
に
つ
い
て
も
、
最
も
強
く
加
盟
を
唱
え
た
『
デ



表一6

問　　次の三つの内，英国にとつて

　　最も重要なものはどれですか。

　　　（1961年9月）

　　英連邦　　　　　　48（％）

　　　米　国　　　　　19

　　　欧　州　　　　　18

　　D．K．　　　　　　15

　出所：Gallup　Poll，∫6∫4。，P．53．

表一9　階級別態度

賛成　反対　D・K・

62　　19　　20

43　　21　　36

26　　18　　56

上流，中流階級

下層中流階級

下層階級

表一7

問　　もし英国が世界におけるその地位を保

　　　持するためには他国と共同しなければ

　　　ならないとすれば，英国は米国と欧州

　　　のどちらと共同するのがよいと思いま

　　　すか。　（1961年9月）

　　　米　国　　　　　42（％）

　　　欧　州　　　　　36

　　　D．K．　　　　　　22

　出所：Rober　J．：Lieber，．8漉5sh

　　　Po1漉‘sσ加l　E曜oP6σπひπめ，

　　　California　University　Press，

　　　1970，p．225．

表一10

問　　英国が欧州共同市場に加入する

　　　ことのできるチャンスは大きい

　　　と思いますか，小さいと思いま

　　　すか。（1962年12月）

　　　チャンス大　　　　62（％）

　　　チャンス小　　　　9

　　　D．K．　　　　　　　29

　出所：Gallup　Poll，oρ。o’∫。，P。51．

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

出所：Gallup　Poll，必64．，P．53．

表一8　講読新聞別加盟支持率

（NOP，1963年1月）

全国平均　　　　　　　　44（％）
　　　　　　　　　　　　　 1
『デイリー・エクスプレス』 　36

rデイリー・メール』　　　　58
rデイリー・ヘラノレド』　134

　　　　　　　　　　　　　1
『デイリー・ミラー』　　　　1　47

『タイムズ』　　　　　　　　　58

rガザィアン』　i55
『デイリー・テレグラフ£　 　58

出所：Roger　Jowell　and　Gerald　Eo・

　　　　inville（eds．）oρ．6π．，p．22．

イ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
』
の
読
者
と
同
じ
く
ら
い
加
盟
賛
成
派
が
多
い

　
　
　
（
2
4
）

調
査
も
あ
り
、
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
強
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
後

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
講
読
新
聞
と
国
民
の
E
E
C
問
題
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

る
態
度
と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
国
民
の
社
会
経
済
的
立
場
の
方
に
相
関

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
表
ー
9
が
示
す
と
お
り
、
階
級
が
上

に
な
る
ほ
ど
賛
成
派
が
多
く
、
下
に
な
る
ほ
ど
D
K
が
多
か
つ
た
。

別
の
調
査
で
は
、
中
流
階
級
、
男
性
、
若
い
世
代
が
賛
成
の
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
（
一
二
五
一
）



欧
州
共
同
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盟
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表一11EEC加盟に対する国民の態度

　　　　（1963年2！3月一64年7月，％）

問　　もし英国が共同市場に加入する機会が

　　　生ずるならば，試みるべきだと思いま

　　　すか，あるいはこの考えを完全に棄て

　　　るべきだと思いますか。（ギャラップ）

（
1
）

1963　　　　　　　　　　　1964

213　7　11　2　7
　42　　　46　　　49　　　　42　　　41

　37　　　29　　　32　　　　33　　　37

十5十17十17　　十9　十4

　21　　25　　　19　　　25　　　22

試みるべき

棄てるべき
（差）

D．K．

　
の
O
員

　
が
あ
る
。

号
、

（
2
）

　
お
R
婚
o
げ
m
讐
R
㊤

（
3
）

　勺N

①
の
9
一
零
ρ
℃
●

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
『
外
務
省
調
査
月
報
』
二
巻
八
号
、
一
九
六
一
年
八
月
、

出所：Henry　Durant，oρ。oづ≠。，p。232－233

　　より作成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
一
二
五
二
）

に
あ
り
、
反
対
は
、
物
価
の
高
騰
に
最
も
影
響
を
受
け
や
す
い
よ
り
貧
し
い
労
働
者
階
級
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

女
性
、
年
令
の
高
い
世
代
に
集
中
し
が
ち
で
あ
つ
た
と
の
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
期
に
お
い
て
、
国
民
の
多
数
は
英
国
の
E
E
C
加
盟
を
支
持

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
英
国
は
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
つ
て
い
た
（
表
t
l
o
参

照
）
。
そ
の
た
め
、
ド
・
ゴ
｛
ル
大
統
領
の
拒
否
は
、
英
国
民
に
と
つ
て
ま
つ
た
く
寝
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

に
水
で
あ
り
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
民
は
E
E
C
加
盟
を
支
持
し
続
け
（
表
ー
11
参
照
）
、
次
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
期
に
お
け

る
第
二
回
目
の
加
盟
申
請
の
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
英
国
の
欧
州
統
合
に
対
す
る
態
度
は
、
田
ぴ
筈
o
些
切
貰
ざ
斜
閾
ミ
匙
蕊
き
“
b
ご
馬
§
軋
肉
ミ
愚
鴨
一
㎏
軋
噺
∴
㎏
N
9
い
o
包
o
P
ゑ
①
置
曾
8
匡
”
邑
峯
8
一
・

一
〇
謹
に
詳
し
い
。
邦
文
で
は
、
内
山
正
熊
「
欧
州
統
合
と
イ
ギ
リ
ス
」
、
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
t
欧
州
統
合
の
研
究
』
、
有
斐
閣
、
一
九
六
四
年
に
収
録
、

　
　
英
国
の
シ
ュ
ー
マ
ソ
・
プ
ラ
ン
に
対
す
る
対
応
は
、
拙
稿
「
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
英
国
の
政
治
過
程
（
一
）
、
（
二
）
」
、
『
法
学
研
究
』
四
八
巻
七
号
、
八

一
九
七
五
年
七
月
、
八
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
間
の
経
緯
は
、
寓
旨
鼠
旨
O
鋤
ヨ
窃
矯
閾
蔵
ミ
ぎ
“
蕊
軋
、
ぎ
閏
ミ
魯
ミ
§
q
も
ミ
§
黛
義
量
』
も
噺
鱗
∴
も
q
魯
　
℃
ユ
昌
8
8
P
　
勺
ユ
9
9
0
昌
d
艮
く
R
巴
な
勺
『
8
9

　
　
　
　
　
　
に
詳
し
い
。

国
o
げ
o
昌
■
＝
①
げ
①
ン
切
ミ
傍
魯
、
ミ
ミ
g
貸
醤
軋
肉
ミ
息
ミ
醤
q
ミ
¢
㍉
、
ミ
篭
蚤
馬
§
題
§
栽
、
、
鮎
器
ミ
馬
O
、
§
誉
、
切
o
蒔
o
一
Φ
矯
℃
d
艮
＜
R
巴
蔓
o
協
O
巴
崔
o
籍
ご

　
　
　
　
　
一
臼
。

詳
細
は
、
竃
三
”
ヨ
O
”
ヨ
冨
℃
愚
●
匙
‘
o
富
冥
段
ε
を
参
照
さ
れ
た
い
。

寓
畦
o
疑
蜜
8
ヨ
旨
”
登
迅
牒
き
肉
肉
醤
栽
亀
慧
鴨
b
遷
一
笥
q
㌣
』
㎏
q
魯
い
o
民
8
、
蜜
8
日
一
一
一
①
昌
」
零
o
o
、
マ
一
’

経
済
的
な
背
景
に
つ
い
て
は
わ
が
国
で
も
数
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
谷
口
誠
「
英
国
の
欧
州
経
済
共
同
体
加
入
に
伴
う
諸
問
題
i
そ
の
経
済
的
側
面
の
検
討
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
茂
「
英
国
の
E
E
C
加
盟
の
問
題
点
レ
、
『
神
戸
外
大
論
叢
』
二
一
巻
四
号
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
、
加
藤
清
「
英
国
の



E
E
C
加
盟
間
題
」
、
『
名
古
屋
商
科
大
学
論
集
』
六
巻
、
　
一
九
六
一
年
一
一
月
、
宮
崎
犀
一
「
イ
ギ
リ
ス
の
E
E
C
加
盟
政
策
の
論
理
と
運
動
」
、
『
経
済
評
論
』
二
巻
二

　
号
、
一
九
六
二
年
一
一
月
、
寺
村
誠
一
「
英
国
の
E
E
C
加
盟
と
英
連
邦
」
、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
編
『
E
E
C
の
課
題
』
、
一
九
六
三
年
三
月
に
収
録
、
な
ど
が

　
あ
る
。

（
7
）
　
犀
o
訂
昌
い
＝
書
R
噛
愚
’
9
罰
質
一
窃
参
照
。

（
8
）
　
鵠
ミ
、
融
ミ
鴨
ミ
犠
倦
曽
暮
ミ
跨
・
き
ミ
鴇
皇
9
ミ
ミ
§
鉾
ミ
馬
寒
骨
爵
諜
“
ミ
（
以
下
き
黛
鴇
黛
q
o
ミ
ミ
o
諜
と
略
記
y
く
o
一
．
罐
9
｝
q
の
縄
暮
oo
噂
お
①
ど
O
o
一
。

　
］
■
刈
oo
N
I
一
『
認
．

（
9
）
勾
8
巴
血
ω
暮
“
↓
富
O
o
ヨ
ヨ
8
目
巽
ぎ
け
四
且
O
o
房
震
毒
葺
く
o
勺
貰
蔓
勺
o
一
一
江
8
噛
一
8
一
－
O
ρ
9
竃
§
ミ
価
ミ
§
軋
O
辱
鷺
籔
欺
§
噛
＜
o
一
●
ρ
2
0
●
ω
一

　
＞
冥
昌
山
巳
ざ
一
8
3
P
鴇
oo
●

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）み

ず
か
ら
の
外
交
政
策
を
遂
行
す
る
自
由
、

に
、
英
国
農
業
の
立
場
を
保
護
す
る
保
証
で
あ
る
。

（（　　 （　　 （（（（（（弩怨ぎむP怨8馨E芭ε、

黛
ミ
苛
O
罠
ミ
§
“
§
亀
螺
謹
肉
肉
O
N
㎏
q
N
I
閃
黛
ピ
o
昌
儀
o
p
O
3
0
巳
国
o
一
g
場
一
S
ρ
℃

勾
o
訂
辞
い
江
3
Φ
ぴ
魯
●
ら
蹄
’
い
サ
嵩
O
参
照
。

駐
日
英
国
大
使
館
情
報
部
『
英
国
は
こ
う
考
え
る
』
六
巻
九
号
、
一
九
六
一
年
九
月
、
三
ー
七
頁
参
照
。

交
渉
過
程
に
つ
い
て
は
、
冨
貯
置
日
O
薗
ヨ
唱
ω
一
愚
・
9
猶
畠
8
梓
R
け
口
藤
が
最
も
詳
し
い
。

幻
o
び
Φ
辞
い
犀
3
霞
矯
息
。
ミ
‘
℃
P
器
①
－
鵠
8
閃
8
鋤
崔
切
暮
“
息
。
9
罰
選
。
o
o
o
。
O
参
照
。

「
ゲ
イ
ッ
ケ
ル
の
加
盟
五
条
件
」
と
は
、
第
一
に
、
英
連
邦
の
友
人
達
の
通
商
な
ど
の
利
益
に
対
す
る
強
力
か
つ
拘
束
力
の
あ
る
保
護
措
置
、
第
二
に
、
現
在
と
同
じ
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
に
、
E
F
T
A
諸
国
に
対
し
て
政
府
が
行
な
つ
た
公
約
の
完
全
履
行
、
第
四
に
、
み
ず
か
ら
の
経
済
を
計
画
す
る
権
利
、
第
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
o
び
R
δ
■
い
一
〇
び
R
矯
も
サ
織
～
‘
℃
●
一
お
。

詳
細
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、
国
o
訂
辞
9
＝
害
輿
嵐
ミ
鼻
o
訂
讐
R
o
。
を
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照
さ
れ
た
い
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幻
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富
昌
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し
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認
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o
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昌
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5
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ミ
§
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＜
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一
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Z
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o
o
b
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鴛
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お
＄
や
器
一
●

国
窪
q
U
賃
β
算
し
ミ
野
マ
器
一
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O
匙
昌
℃
o
一
一
」
躍
三
跨
》
け
蜂
＆
①
ω
8
島
Φ
国
国
O
一
8
？
爵
』
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ミ
蕊
ミ
黛
9
ミ
ミ
§
§
碁
禽
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ミ
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爵
く
o
一
‘
μ
Z
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サ
ω
8
冨
ヨ
び
g
一
〇
〇
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α
O
●智

ヨ
Φ
ω
ω
℃
g
8
い
＝
o
〈
①
日
①
馨
ω
ぎ
昏
Φ
勺
暮
一
一
〇
竃
o
＆
篇
8
一
－
揖
一
昌
幻
o
隣
g
一
〇
≦
Φ
＝
僧
且
O
o
養
箆
＝
o
冒
≦
一
一
Φ
（
8
の
シ
切
試
ミ
誉
』
ミ
o
向
ミ
魯
艶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
8
。

掛
臼
①
の
ω
℃
窪
8
u
導
蛍
一
マ
認
●

幻
o
げ
Φ
洋
い
＝
①
げ
①
5
息
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9
蛛
‘
℃
●
8
ρ

欧
州
共
同
体
加
盟
間
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
（
二
一
五
三
）



　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

（
鈎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誹
謝
鰍
囲
塑
縣
漏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
哉
ぐ
畑
粍
丼

燐
爵

一
〇
B
岳
晋
遮
噛
畿
）

河
灘
　
　
　
U
．
凶
。

三
四
　
　
（
＝
一
五
四
）

『
穐
へ
唱
ー
・
♪
郵
、
マ
男
』

『
虫
へ
唱
ー
・
海
郊
ー
』

『
激
へ
唱
ー
・
H
、
メ
醜
く
メ
』

窪
ヨ
こ
8
昌
ω
8
〈
帥
P
↓
雨

　
　
℃
P
一
N
I
一
9
国
o
げ
Φ
辞
臼

“沿』GQ
σ1σ》GO

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ミ
鴇

　
　
　
　
　
　
　
い
o
昌
α
o
員
司
帥
げ
置
昌
ω
o
o
一
け
ざ
↓
㎏
帥
9
2
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
U
一
Φ
ぴ
O
び

（
痴
）
　
さ
、
、
◎
ミ
苛
ミ
切
ミ
や
畿
諜
、
｝
三
鴇
一
8
S
》
一
面
ロ
曾
這
爲
●

（
2
6
）
　
一
帥
碁
Φ
ω
ω
℃
Φ
昌
8
愉
馬
ミ
3
b
。
N
鱒

（
27
）
　
冨
一
ユ
”
旨
0
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ヨ
℃
ω
℃
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黛
、
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ミ
醤
気
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慧
ミ
欺
も
醤
§
妹
魯
恥
切
騨
識
塁

一
〇
〇
ρ
℃
●
］
■
b
o
ρ

ニ
　
ウ
ィ
ル
ソ

ソ
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謡
　
　
　
　
　
ω
刈

　
　
一
q
　
　
　
　
　
o
o
O

　
　
N
㊤
　
　
　
　
　
N
①

犠
醤
匙
、
黛
ミ
導
O
冨
ミ
o
き

　
　
　
器
o
o
℃
一
⊆
嘗
這
爲
噛

画
ミ
輿
℃
℃
。
酌
謹
野
U
劇
一
曲
。

　
　
　
臼
餌
ヨ
Φ
ω
ω
℃
Φ
ロ
o
ρ
o
サ

翼
‘
マ
ト
o
N
よ
り
引
用
。

％
等
o
ミ
一
N
災
o
誉
慧
恥
q
蔦
ω
登
Z
o
名
嶋
o
『
F
］
≦
o
O
『
”
≦
・
＝
一
一
一
切
o
o
犀
O
o
3
℃
”
ロ
ざ

　
一
　
経
　
　
　
　
緯

　
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
五
日
に
行
な
わ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
、
労
働
党
が
、
一
九
五
一
年
以
来
二
二
年
ぶ
り
に
、
保
守
党
と
の
議
席
差
わ
ず

か
一
三
と
い
う
少
差
な
が
ら
勝
利
を
獲
得
し
、
ハ
・
ル
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
政
権
の
座
に
就
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
六
六
年
三
月
三
一
日
の
総
選

挙
で
、
そ
の
差
を
一
一
〇
議
席
に
拡
大
し
、
英
国
の
政
局
は
一
九
七
〇
年
六
月
ま
で
彼
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ド
・
ゴ
ー
ル
の
拒
否
以
来
、
E
E
C
加
盟
間
題
は
英
国
内
で
は
忘
れ
去
ら
れ
た
様
相
を
呈
し
、
一
九
六
四
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
も
ま
つ
た
く

争
点
と
な
ら
な
か
つ
た
。
プ
・
ヒ
ュ
ー
ム
事
件
の
余
波
を
受
け
て
引
退
し
た
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
後
を
継
い
た
ダ
グ
ラ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ム
首
相
の
率
い
る



保
守
党
は
、
そ
の
選
挙
綱
領
の
中
で
「
E
E
C
へ
の
加
入
は
現
状
で
は
わ
れ
わ
れ
に
開
か
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
新
し
い
交
渉
の
問
題
は
起
き
得
な

（
2
）い

」
と
加
盟
へ
の
熱
気
の
な
さ
を
み
せ
、
労
働
党
も
、
保
守
党
政
府
の
交
渉
失
敗
を
非
難
し
、
「
英
国
政
府
の
第
一
の
責
任
は
依
然
と
し
て
英
連

　
　
　
へ
3
）

邦
に
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。
選
挙
演
説
の
中
で
、
欧
州
、
E
E
C
、
E
F
T
A
に
言
及
し
た
候
補
者
は
、
保
守
党
の
一
一
％
、
労
働
党
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

八
％
に
す
ぎ
ず
、
加
盟
を
明
確
に
選
挙
綱
領
に
う
た
つ
た
自
由
党
の
候
補
者
の
場
合
で
も
三
八
％
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九

六
六
年
の
総
選
挙
で
は
、
そ
の
前
年
八
月
に
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
府
の
下
に
お
け
る
E
E
C
加
盟
交
渉
に
お
い
て
英
国
側
の
首
席
全
権
を
務
め
た
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ー
ス
が
保
守
党
初
の
公
選
に
よ
る
党
首
に
就
任
し
、
E
E
C
加
盟
を
総
選
挙
に
お
け
る
保
守
党
の
五
大
公
約
に
掲
げ
た
こ
と
に
よ

つ
て
、
争
点
の
一
つ
と
な
つ
た
。
選
挙
演
説
の
中
で
も
、
保
守
党
候
補
者
の
五
〇
（
六
七
）
％
、
自
由
党
候
補
の
者
六
七
（
八
一
）
％
が
欧
州
間

　
　
　
　
　
（
5
）
、
（
6
）

題
に
言
及
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
党
も
そ
の
選
挙
綱
領
の
中
で
、
「
英
国
お
よ
び
英
連
邦
の
主
要
な
利
益
が
保
護
さ
れ
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

E
F
T
A
の
仲
間
と
協
議
し
た
上
で
、
英
国
が
E
E
C
に
加
入
す
る
用
意
を
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
労
働
党
は
信
ず
る
」
と
主
張
す
る
に
至
つ
て
い

た
。
し
か
し
、
労
働
党
の
候
補
者
で
こ
の
間
題
に
触
れ
た
の
は
わ
ず
か
九
（
ニ
ハ
）
％
に
す
ぎ
ず
、
党
全
体
と
し
て
は
依
然
と
し
て
消
極
的
な
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

勢
を
と
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
身
は
、
マ
ク
、
i
フ
ン
期
に
お
い
て
は
加
盟
に
消
極
的
で
あ
つ
た
が
、
ゲ
イ
ッ
ヶ
ル
の
死
後
党
首
に
選
出
さ
れ
る
や
、
こ
の
間
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
含
め
て
よ
り
現
実
的
な
考
え
に
変
化
し
、
首
相
の
座
に
就
い
て
以
来
E
E
C
加
盟
論
を
確
信
す
る
に
至
つ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
五
月
に
は
、

ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
E
F
T
A
閣
僚
理
事
会
の
席
上
「
E
E
C
と
E
F
T
A
の
橋
渡
し
構
想
」
を
発
表
し
、
六
六
年
の
総
選
挙
に
お
い
て

は
、
三
月
一
八
日
の
ブ
リ
ス
ト
ル
で
の
演
説
の
中
で
、
従
来
の
慎
重
な
態
度
を
守
り
な
が
ら
も
「
加
盟
の
用
意
が
あ
る
」
旨
を
表
明
し
て
い
た
。
二

度
の
選
挙
で
安
定
政
権
を
築
い
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
加
盟
論
者
で
党
内
右
派
の
指
導
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ウ
ン
お
よ
び
ジ
ョ
ー
ジ
・
ト
ム
ソ
ン
に

欧
州
間
題
を
担
当
さ
せ
、
六
六
年
八
月
の
内
閣
改
造
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
を
外
相
に
起
用
す
る
な
ど
、
徐
々
に
加
盟
の
方
向
に
動
ぎ
だ
し
た
の
で
あ

る
。
党
内
の
加
盟
反
対
派
に
よ
つ
て
足
枷
を
か
せ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
こ
の
問
題
を
六
六
年
一
〇
月
の
党
大
会
で
論
議
す
る

　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
（
コ
一
五
五
）



　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
（
一
二
五
六
）

こ
と
を
避
け
、
同
年
一
〇
月
二
三
日
チ
ェ
ッ
カ
ー
ズ
の
首
相
別
邸
に
閣
僚
お
よ
び
政
府
関
係
者
を
集
め
、
政
府
内
の
意
見
統
一
を
は
か
つ
た
。
そ
し

て
、
同
年
一
一
月
一
〇
目
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
首
相
は
下
院
に
お
い
て
「
英
国
政
府
は
、
加
盟
交
渉
の
素
地
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
、
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜀
）

な
る
対
E
E
C
接
近
を
行
な
う
旨
決
定
し
た
」
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
六
七
年
に
入
る
と
、
首
相
み
ず
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
外
相
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
も
に
、
E
E
C
六
力
国
の
首
都
を
歴
訪
し
、
英
国
の
加
盟
間
題
に
つ
い
て
E
E
C
諸
国
首
脳
の
意
向
を
打
診
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
慎
重
な
根
回
し
の
後
、
一
九
六
七
年
五
月
二
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
下
院
に
お
い
て
英
国
政
府
が
欧
州
三
共
同
体
へ
の
正
式
加
盟
を

申
請
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
「
英
国
は
、
新
加
盟
国
が
直
面
す
る
間
題
点
に
つ
い
て
満
足
の
い
く
必
要
な
調
整
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

件
に
、
・
ー
マ
条
約
を
受
諾
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
府
の
決
定
は
、
五
月
八
、
九
、
一
〇
の
三
日
間
に
わ
た
つ
て
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

会
で
審
議
さ
れ
、
賛
成
四
八
八
、
反
対
六
二
の
圧
倒
的
な
大
差
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
回
顧
録
の
中
で
コ
八
七
五
年
の
テ

ィ
ッ
チ
ボ
ー
ン
案
件
で
の
投
票
を
別
に
し
て
、
一
世
紀
以
上
前
に
近
代
政
党
制
度
が
確
立
し
て
以
来
、
主
要
問
題
に
お
け
る
最
大
の
多
数
で
あ
つ

（
1
4
）た

」
と
自
賛
し
て
い
る
が
、
こ
の
多
数
は
野
党
の
保
守
党
お
よ
び
自
由
党
の
支
持
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
保
守
党
か
ら
の
反
対

が
二
六
票
で
あ
つ
た
の
に
対
し
、
与
党
労
働
党
の
議
員
の
三
六
名
が
反
対
票
を
投
じ
、
約
五
〇
名
が
棄
権
し
て
い
る
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
と
も
あ
れ
、
超
党
派
に
よ
る
支
持
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
期
と
比
較
し
て
、
E
E
C
間
題
に
関
す
る
議
会
に
お
け
る
政
府
の
立
場
を
遙
か
に
強
め

る
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
議
会
の
外
に
お
い
て
も
、
C
B
I
（
英
産
業
連
盟
）
、
T
U
C
（
英
労
働
組
合
会
議
）
な
ど
の
主
要
な
圧
力
団
体
が
加
盟

を
支
持
し
て
お
り
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
政
府
の
交
渉
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
N
F
U
の
圧
力
も
今
回
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
新
聞
も
『
デ
イ
リ
！
・

エ
ク
ス
プ
レ
ス
』
を
除
い
て
、
主
要
な
全
国
紙
が
す
べ
て
加
盟
を
支
持
し
て
お
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
交
渉
に
臨
む
に
あ
た
つ
て
国
内
的
制
約
を
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
ん
ど
受
け
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
国
内
の
「
白
紙
委
任
状
」
を
と
り
つ
け
た
労
働
党
政
府
は
、
一
九
六
七
年
五
月
二
日
、
E
E
C
に
対
し
て
加
盟
の
正
式
申
請
を

行
な
い
、
予
備
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
フ
ラ
ン
ス
を
除
く
E
E
C
五
力
国
政
府
は
、
英
国
政
府
の
決
定
を
積
極
的
に
歓
迎
す
る
こ



と
を
表
明
し
、
ド
・
ゴ
ー
ル
仏
大
統
領
も
「
英
国
は
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
根
本
的
な
変
革
を
達
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
英

国
の
加
盟
に
拒
否
権
を
使
う
こ
と
は
な
い
」
と
表
明
し
、
英
国
側
も
農
業
問
題
で
譲
歩
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
た
め
に
、
交
渉
は

順
調
に
進
む
か
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
慢
性
的
な
国
際
収
支
に
悩
む
英
国
政
府
は
、
一
一
月
一
八
日
、
ポ
ン
ド
の
一
四
・
五
％
切
下
げ
を
断
行

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
交
渉
に
新
た
な
る
波
紋
の
一
石
を
投
ず
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
一
一
月
二
七
日
、
ド
・
ゴ
ー
ル
は
「
英
国
経
済

の
再
建
が
先
で
あ
り
、
英
国
は
未
だ
加
盟
の
準
備
が
整
つ
て
い
な
い
」
と
、
加
盟
に
反
対
を
表
明
し
た
。
二
一
月
一
八
・
一
九
の
両
日
開
催
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

た
E
C
閣
僚
理
事
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
説
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
英
国
の
加
盟
問
題
を
棚
上
げ
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
労
働
党
政
府
に
よ
る
第
二
回
目
の
試
み
も
、
本
交
渉
に
入
る
前
に
、
ふ
た
た
び
ド
・
ゴ
ー
ル
の
拒
否
の
前
に
挫
折

し
た
の
で
あ
る
。

　
二
　
世
　
　
　
　
　
論

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
期
に
お
け
る
E
E
C
加
盟
に
対
す
る
英
国
民
の
世
論
動
向
は
、
図
i
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
表
ー
12
に
よ
つ
て
表
わ

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
の
登
場
と
と
も
に
、
加
盟
賛
成
派
が
急
速
に
増
加
し
、
一
時
的
な
低
下
は
あ
る
も
の
の
、
常
に
五
〇
1

六
〇
％
台
の
支
持
を
得
る
よ
う
に
な
つ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
六
六
年
三
月
の
総
選
挙
で
E
E
C
加
盟
問
題
が
争
点
に
な
つ
た
こ
と
も
影
響
し
て
、

六
六
年
七
月
に
は
七
一
％
と
一
四
年
間
に
お
け
る
最
高
値
を
記
録
す
る
な
ど
、
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
期
に
比
べ
て
、
E
E
C
加
盟
論
は
遙
か
に
多
数
の
国

民
の
支
持
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
点
ま
で
の
労
働
党
政
府
の
態
度
は
曖
昧
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
加
盟
に
好
意
的

な
世
論
は
政
府
の
具
体
的
な
政
策
に
対
す
る
対
応
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
民
の
多
数
は
、
苦
悩
す
る
英
国
経
済
と
は
対
照

的
な
E
E
C
の
目
覚
し
い
発
展
を
目
の
前
に
し
て
、
「
海
峡
の
向
う
側
の
芝
生
は
よ
り
青
い
」
と
ム
ー
ド
的
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、
高
い
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

率
の
原
因
の
一
つ
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
マ
ク
、
・
・
ラ
ン
期
に
お
い
て
消
極
的
で
あ
つ
た
労
働
党
の
支
持
者
の

　
　
　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
　
（
二
一
五
七
）



図一2　ウィルソン期における世論動向

（ギャラップ，1964－68，NOP，1969－70，季間平均値）
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表一12　EEC加盟に対する国民の態度1964年11月一67年12月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ギャラップ，月間平均値，％）

1964　　　1965　　　　　　　　　　　　　1966　　　　　　　　　　　　1967

　113711371135！δ1112　44　　　　　57　　　　　56　　　　60　　　　68　　　　71　　　　65　　　　57　　　　38　　　　　40．5　　　　36

　28　　　　22　　　　22　　　　23　　　　18　　　　17　　　　21　　　27　　　　41．5　　　40．5　　　　51

十16　　　十35　　　十34　　十37　　十50　　十54　　十44　　十30　　　－3．5　　　0　　　　－15

　28　　　　21　　　　22　　　17　　　14　　　12　　　11　　　16　　　20．5　　19　　　　　13

欝
銀
出所：Henry　Durant，oρ，oi！。，PP．233，246－247より作成。

　
三
八
　
　
（
二
一
五
八
）

多
く
が
加
盟
賛
成
に
態
度
を
変

化
さ
せ
、
保
守
党
支
持
者
の
場

合
も
賛
成
派
が
一
層
増
加
し
た

こ
と
で
あ
る
（
表
ー
1
3
参
照
）
。

っ
ま
り
、
こ
の
時
点
に
お
い

て
は
、
加
盟
論
は
超
党
派
の
国

民
の
支
持
を
受
け
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
に
お
け
る

加
盟
支
持
者
の
社
会
的
特
性
を

み
る
と
、
表
ー
14
の
と
お
り
で

あ
り
、
加
盟
論
は
、
女
性
よ
り

も
男
性
に
よ
つ
て
多
く
支
持
さ

れ
、
年
令
が
若
い
ほ
ど
、
ま
た
階

級
が
上
で
あ
る
ほ
ど
加
盟
支
持

者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
マ

ク
ミ
ラ
ン
期
と
同
様
な
傾
向
を

み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
と
く
に
エ



表一13支持政党別賛否の差の変化

　（ギャラッブ，1963，NOP，1965－66，％）

労

5
6
8

　
n
乙
　
3

一
　
十
十

保

十27

十28

十43

全体

十11

十28

十41

1963．1

1965．10

1966．11

表一15

問　　政府が欧州共同市場に加盟申請す

　　　ることにあなたは賛成ですか，反

　　対ですか。
　　　（ギャラップ，1967年5－6月，％）

出所：Henry　Durant，ibid．，P．233，

　　　　Roger　Jowell　and　Gerald　Hoinville

　　　　（eds，），oρ．oJ≠．，P．25より作成。

平均

　　38

41．5

－4

20．5

5（上）5（下）6（上）6（下）

　36　　　　36　　　　40　　　　40

　41　　　　41　　　39　　　　45

－5 －5　十1　－5
　23　　　　23　　　　21　　　　15

欝
認

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

表一14　社会的特性別にみた加盟支持者

　　　　　　　　　（ORC，1966年7月）

出所：Henry　Durant，」扉4。，P．235

　　より作成。

166（％）
全体

η
6
0

性
性

男
女

77

68

54

A，B，Cユ（上流，中流階級）

　　　C、（熟練工）

　　D，E（未熟練工）

21－34オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74

35－54オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69

55才以上　　　　　　　　　　　58

出所：Roger　Jowell　and　Gerald　Hoinville

　　（eds．），∫ウづ威，P。26。

リ
ー
ト
層
の
態
度
を
調
査
し
た
六
六
年
八

月
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
調
査
に
よ
る
と
、

§
o
．
物
ミ
ぎ
に
収
録
さ
れ
、
回
答
を
得

た
四
八
一
名
の
内
、
九
〇
％
が
加
盟
を
支

持
し
、
反
対
は
わ
ず
か
六
％
と
、
同
時
期

の
全
国
平
均
（
七
〇
％
対
一
二
％
）
と
比
較

し
て
も
、
英
国
の
エ
リ
ー
ト
の
間
で
加
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

支
持
が
強
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
E
E
C
加
盟

に
対
す
る
好
意
的
な
世
論
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
府
を
し
て
そ
の
重
い
腰
を
上
げ
さ
せ
る
一
つ

の
要
因
と
な
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
六
年
二
月
、
ひ
と
た
び
労
働
党
政
府
が
E
E
C
諸
国
と
の
打
診
開

始
を
正
式
に
発
表
す
る
や
否
や
、
加
盟
賛
成
派
は
急
激
に
減
少
し
始
め
、
そ
れ
と
反
比
例
し

て
反
対
派
が
急
増
し
始
め
た
。
し
か
も
、
六
七
年
五
月
二
日
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
首
相
の
加
盟
正

式
申
請
声
明
直
後
か
ら
賛
否
が
逆
転
し
た
の
で
あ
る
。
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
が
五
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
行
な
つ
た
四
回
の
調
査
が
こ
れ
を
表
わ
し
て
い
る
（
表
1
1
5
参
照
）
。
そ
の
後
、
予
備
交

渉
が
行
な
わ
れ
て
い
る
間
、
国
民
の
加
盟
問
題
に
対
す
る
態
度
は
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
て
お
り
、

マ
ク
ミ
ラ
ン
期
の
交
渉
中
一
貫
し
て
加
盟
賛
成
派
が
多
数
を
占
め
て
い
た
の
と
比
較
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
（
｝
二
五
九
）



表一16　支持政党別賛否の差の変化

　　　（NOP，1966，67．11，ギャラップ1967，3伊5／6，％）

欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
英
国
の
世
論

労

十38

十45

十13

十12

保

十43

十13

－16

－17

1966．11

1967．3

1967。5／6

1967．11

出所：Roger　Jowell　and　Gerald　Hoinville（eds．），

　　　　伽4。，p．25，Henry　Durant伊∫6i‘！。，p．233．

し
、
六
七
年
三
月
に
は
、
賛
成
六
三
％
、

多
数
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
優
位
は
小
さ
く
な
つ
た
。

は
、
賛
成
三
四
％
、
反
対
四
六
％
、
D
K
二
〇
％
と
、

方
針
と
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
意
見
と
は
、

　
こ
の
よ
う
な
世
論
の
変
化
を
説
明
す
る
要
因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、

れ
る
。
一
九
六
六
年
五
月
の
海
員
組
合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
端
を
発
し
た
国
際
収
支
の
危
機
に
対
処
す
る
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
（
一
二
六
〇
）

対
照
的
な
結
果
と
な
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
二
回
目
の
拒
否
以
後
、
加
盟
反
対
論
が
し

だ
い
に
優
勢
に
な
り
、
こ
の
傾
向
は
次
の
ヒ
ー
ス
期
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
加
盟
交
渉
の
申
請
が
議
会
の
中
で
超
党
派
の
支
持
を
受
け
、
四
八
八
対
六
二
と
い

う
圧
倒
的
な
多
数
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
た
の
に
対
し
、
国
民
の
加
盟
に
対
す
る
意
見
は
二
分
し
、
加
盟

反
対
論
に
傾
斜
し
て
い
つ
た
こ
と
は
、
政
府
お
よ
び
議
会
の
意
見
と
国
民
の
意
向
と
が
く
い
違
い
始
め

た
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
支
持
政
党
別

に
み
た
加
盟
に
対
す
る
賛
否
の
差
の
変
化
は
表
1
1
6
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
守
党
支
持
者

の
場
合
、
六
六
年
一
一
月
労
働
党
政
府
が
加
盟
打
診
の
方
針
を
固
め
て
以
後
、
賛
成
派
の
優
位
が
急
速

に
崩
れ
、
加
盟
申
請
声
明
直
後
に
は
賛
成
三
二
％
、
反
対
四
八
％
、
D
K
一
九
％
と
賛
否
が
完
全
に
逆
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

し
、
反
対
派
が
多
数
を
占
め
る
に
至
つ
た
。
ヒ
ー
ス
党
首
を
は
じ
め
と
す
る
保
守
党
の
主
流
が
ウ
ィ
ル

ソ
ン
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
歓
迎
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
党
支
持
の
国
民
は
こ
の
問
題
に

否
定
的
な
態
度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
党
支
持
者
の
場
合
は
、
政
府
の
打
診
開
始
を
評
価

反
対
一
八
％
、
D
K
一
九
％
と
圧
倒
的
な
支
持
を
与
え
て
い
た
が
、
加
盟
交
渉
直
後
に
は
、
賛
成
派
が

　
　
　
　
　
　
（
2
。
）
畠
党
毒
者
の
場
合
も
・
変
化
を
甕
す
資
料
は
な
い
が
・
加
盟
交
渉
直
毯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

　
　
　
　
　
加
盟
を
支
持
す
る
自
由
党
と
は
正
反
対
の
態
度
を
示
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
各
政
党
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
第
一
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
内
閣
自
身
の
人
気
の
低
下
が
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
は
公
定
歩
合
の
引
下
げ
、
輸



入
の
制
限
、
外
貨
持
出
し
額
の
制
限
、
賃
金
の
六
ヵ
月
自
発
的
凍
結
な
ど
を
行
な
つ
た
が
、
こ
の
緊
急
経
済
措
置
は
国
民
に
歓
迎
さ
れ
ず
、
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

働
党
政
府
お
よ
び
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
人
気
は
急
激
に
下
落
し
、
付
随
的
に
政
府
の
E
E
C
加
盟
政
策
の
減
少
を
招
い
た
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
確

か
に
、
政
党
支
持
率
の
調
査
を
み
る
か
ぎ
り
、
与
党
労
働
党
の
支
持
率
は
、
六
六
年
五
月
を
境
に
下
落
し
始
め
、
六
六
年
後
半
に
は
保
守
党
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

持
率
と
一
進
一
退
の
状
況
を
示
し
、
六
七
年
三
月
を
最
後
に
保
守
党
の
支
持
率
を
下
回
つ
て
お
り
、
加
盟
間
題
を
含
め
た
政
府
の
政
策
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
の
不
満
が
高
ま
つ
て
い
つ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

表一17　加盟の影響（複数選択可能）

　　問　　もし英国が欧州共同市場に加入したならば

　　　　　どのような影響を受けると思いますか。（ギャラップ）

　　好影響　　　　　　　　　　　　　　1967。2　1967．5

　　　　商品選択の幅拡大　　　　　　　　　46（％）　　38（％）

　　　　英輸出の増大　　　　　　　　　　　42　　　39

　　　　英産業の効率向上　　　　　　　　32　　　28

　　　　国際問題での英発言力の強化　　　　28　　　　26

　　　　生活水準の向上　　　　　　　　　22　　　19

　　　　海外での職業の機会増大　　　　　　20　　　20

　　悪影響

　　　　食料品価格の高騰　　　　　　　　　65　　　76

　　　　英国の独立喪失　　　　　　　　　20　　　22

　　　　失業をもたらす　　　　　　　　　　17　　　21

　　　　英連邦の崩壊　　　　　　　　　　　14　　　22

　　　　賃金交渉での労働組合の力の制限　　13　　　　18

　　　　英議会の権限縮少　　　　　　　　　10　　　　18

　　D．K．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　5

　出所：Henry　Durant，∫6鉱，p．235。
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の
政
府
お
よ
び
与
党
の
支
持
率
と
E
E
C
間
題
に
対
す
る
支
持
率
と
の

相
関
は
あ
る
に
し
て
も
、
決
し
て
決
定
的
な
要
因
と
し
て
は
考
え
ら
れ

な
い
。

　
よ
り
重
要
な
要
因
と
し
て
、
E
E
C
加
盟
に
と
も
な
う
影
響
に
対
す

る
国
民
の
認
識
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
。
表
1
1
7
は
、
一
九
六
七
年
二

月
と
五
月
に
お
い
て
国
民
が
E
E
C
加
盟
の
功
罪
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い
た
か
を
表
わ
し
て
い
る
。
マ
ク
、
三
フ
ン
期
と
比
較
し

て
、
国
民
が
加
盟
の
効
果
よ
り
も
加
盟
に
と
も
な
う
被
害
を
恐
れ
て
い

た
こ
と
が
は
つ
き
り
と
わ
か
る
。
ま
た
、
一
九
六
七
年
の
こ
の
三
ヵ
月

の
間
に
も
、
好
影
響
は
軒
並
み
に
低
下
し
た
に
反
し
、
悪
影
響
に
つ
い

て
は
益
々
多
く
の
人
々
が
心
配
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、

加
盟
申
請
時
に
お
い
て
、
国
民
の
生
活
に
直
結
す
る
食
料
品
価
格
に
つ

い
て
は
、
国
民
の
四
分
の
三
以
上
が
E
E
C
加
盟
に
と
も
な
つ
て
高
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
一
二
六
一
）
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表一18

　問　　英国が欧州共同市場に加入することのでき

　　　　るチャソスは大きいと思いますか，小さい

　　　　と思いますか。（ギャラップ，％）

1191至1（害）（歪）（薯）（呈）（雫）

30

48

22

31

52

17

38　41　44

37　38　39

25　21　17

59

23

18

チャンス大

チャンス小

D．K．

出所：Henry　Durant，伽4。，p。237。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
一
二
六
二
）

す
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
打
診
工
作
の
開
始
と
と
も
に
、
ふ
た
た
び
E
E
C
論

争
が
議
会
の
内
外
で
活
発
化
し
た
が
、
た
と
え
ば
ダ
グ
ラ
ス
・
ジ
ェ
イ
商
相
の
よ
う
な
、
「
加
盟
は
生
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

費
の
高
騰
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
反
対
論
が
、
最
も
国
民
感
情
に
訴
え
、
浸
透
し
て
い
た
の
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
食
料
品
価
格
の
高
騰
と
い
う
間
題
が
国
民
の
E
E
C
加
盟
間
題
に
対
す
る
態
度
を
決
定

す
る
上
で
最
も
重
要
な
要
素
と
な
つ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
反
対
論
に
傾
斜
し
始
め
た
国
民
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
政
府
の
加
盟
交
渉
の
成
否
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
1
1
8
が
示
す
と
お
り
、
国
民
は
マ
ク
ミ
ラ
ン
期
ほ
ど
交

渉
の
成
否
に
つ
い
て
楽
観
的
で
は
な
く
、
二
月
上
旬
に
は
、
加
盟
の
見
通
し
は
暗
い
と
考
え
る
悲
観

論
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
二
度
目
の
拒
否
も
あ
り
得
る
こ
と
を
予
想
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
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℃
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し
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P
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導
ぎ
ξ
国
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偽
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魁
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い
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＆
0
9
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碧
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一
一
雪
し
⑩
8
署
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一
〇
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〇
占
一
膳
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（
6
）
　
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
、
、
蝋
ミ
黛
織
塁
き
閏
ミ
愚
ミ
醤
q
達
受
貸
醤
載
き
、
ミ
』
諜
蕊
ミ
ご
誤
き
き
恥
這
q
q
O
§
ミ
ミ
史
ミ
篭
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矯
い
o
民
o
P
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短
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↓
『
口
ω
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｛
a
匡
ロ
8
ユ
8
僧
民
男
8
8
零
F
一
8
S
P
置
の
も
の
で
あ
り
、
勾
o
訂
旨
9
＝
3
霞
、
愚
●
匙
こ
マ
b
o
魔
噛
Z
o
3
0
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
司
●
名
。
ω
9
0
吋
巴
堕
魯
し
評
℃
る
象
●

（
8
）
註
（
5
）
、
（
6
）
を
参
照
。



（
9
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い
o
鼠
0
8
お
①
－
ω
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譲
p
き
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黛
》
い
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民
o
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戸
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這
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1
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憩
§
い
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q
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ミ
ミ
§
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＜
o
一
●
『
O
b
o
矯
2
0
〈
①
日
び
R
一
ρ
一
8
0
一
〇
〇
一
●
＄
一
ふ
刈
P

（
1
1
）
　
打
診
工
作
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
国
畦
o
匡
≦
房
o
静
↓
ミ
忠
ξ
ミ
、
O
匙
ミ
§
ミ
ミ
　
這
q
卜
這
N
も
㍉
ム
、
箋
勉
§
ミ
肉
ミ
ミ
9
い
o
且
o
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Z
一
〇
〇
一
8
昌
餌
且
竃
一
9
器
一
冒
器
℃
F
一
零
ど
℃
P
o
o
b
o
下
因
倉
U
o
置
O
Φ
o
茜
？
ω
3
妻
員
愚
．
黛
罰
℃
P
一
S
歯
旨
に
詳
し
い
。
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諜
恥
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博
＜
o
一
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謹
ρ
竃
餌
鴇
鱒
お
爲
u
O
o
一
。
o
o
一
〇
山
置
参
照
。

』黛

斜
＜
o
一
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謹
ρ
竃
勢
矯
一
P
一
8
8
0
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一
●
一
総
O
占
毬
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国
”
8
置
名
出
の
o
P
o
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無
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一
℃
・
ω
O
ρ

翔
o
ぼ
旨
日
。
＝
9
Φ
ン
愚
．
無
覧
●
矯
マ
N
霧
り
曽
一
参
照
。

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
手
島
冷
志
「
E
E
C
加
盟
問
題
の
推
移
」
、
『
国
際
問
題
』
九
五
号
、
一
九
六
八
年
二
月
に
詳
し
い
。

q
妻
o
囚
一
9
冒
鴨
き
愚
●
無
ン
マ
謹
参
照
。

缶
窪
曙
U
貫
四
算
u
魯
．
無
ン
マ
漣
N
参
照
。

頃
窪
q
U
仁
声
9
し
ミ
罫
マ
鴇
①
参
照
。

缶
窪
q
U
葺
”
暮
し
ミ
野
サ
認
①
参
照
。

閏
窪
q
U
β
量
暮
礼
ミ
野
マ
鴇
O
参
照
。

冒
日
窃
ω
b
魯
8
も
サ
匙
‘
℃
℃
』
o。
る
q
参
照
。

一
九
六
六
年
五
月
か
ら
六
七
年
五
月
ま
で
の
保
守
党
支
持
率
の
労
働
党
支
持
率
に
対
す
る
優
位
は
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ぐ
く
O
一
住
O
口
h
O
一
α
ゆ
昌
α

保守党支持率一労働党支持率の差

　　　　　　　（ギャラップ，％）
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四
四
　
　
（
一
二
六
四
）

（
2
4
）
　
一
九
六
七
年
二
月
一
五
日
、
「
ダ
グ
ラ
ス
・
ジ
ェ
イ
商
相
は
議
会
労
働
党
の
集
会
で
、
「
英
国
が
E
E
C
に
加
盟
す
る
と
、
国
内
の
食
料
品
価
格
は
一
〇
ー
一
四
％
上
昇
し
、
国

際
収
支
の
流
出
は
年
間
一
億
七
五
〇
〇
万
ー
二
億
五
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
と
予
想
さ
れ
る
」
と
、
加
盟
反
対
論
を
述
べ
た
。
こ
の
ジ
ェ
イ
の
議
論
に
つ
い
て
、
国
民
璽
一
二
％
が
正
し

　
い
議
論
で
あ
る
と
答
え
、
二
一
％
が
誤
つ
て
い
る
と
回
答
し
、
四
八
％
が
D
K
と
な
つ
て
い
る
（
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
、
一
九
六
七
年
二
月
）
。
男
o
冨
昌
匂
・
＝
3
霞
、
愚
・
亀
ン
層

N
紹
噛
国
9
々
∪
鍔
声
暑
一
魯
。
黛
～
‘
㌘
b
o
3
参
照
。


